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前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,9064 3,8763 -0,0301 4,1783 -0,3020

対円 JPY 30,89 31,31 +0,42 28,79 +2,52

対ユーロ BRL 4,3402 4,2687 -0,0715 4,6718 -0,4031

対ドル JPY 120,69 121,47 +0,7800 120,28 +1,1900

対ユーロ JPY 134,07 133,84 -0,23 134,54 -0,70

Index 47.772 47.597 -175 45.340 +2.257

bps 463,4 455,1 -8,3 475,9 -20,8

% 15,82 15,93 +0,11 16,84 -0,91

% 15,27 15,35 +0,08 16,47 -1,12

% 0,320 0,323 +0,003 0,326 -0,003

Index 195,6 193,7 -1,9 192,4 +1,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週末のドルレアルスポット相場は、中銀が公表した９月経常収支が、前月の２４．９億ドルから３０．８億ドル
へ拡大したことを嫌気し、一時３．９２台後半までレアル安が進行。しかし、海外からの直接投資額（ＦＤＩ）が
５２．４億ドルから６０．４億ドルへ拡大したこと（経常赤字を十分にカバーできる水準）、中国人民銀行が景気
下支えを目的に政策金利と預金準備率の引き下げを実施したことを背景に、引けにかけてはレアル売りも
落ち着きを取り戻し、３．８７台後半で取引を終えた。人民銀行が２３日に公表した内容によると、基準金利
（預金金利及び貸出金利）を０．２５％ポイント、預金準備率を０．５０％ポイントそれぞれ引き下げると共に、
預金金利を決める際の上限規制も撤廃。今回の措置の結果、１年物基準預金金利は１．５％、１年物基準
貸出金利は４．３５％、預金準備率は１７．５％になる。中国の７－９月（第３四半期）実質ＧＤＰ成長率は前年
比６．９％増と、４－６月期の同７．０％増から減速していた。幅広い金融緩和は、デフレ圧力や過剰生産
能力、世界的需要の弱さの中でも今年の成長率７％という目標を達成するとの政府の強い意志を表して
いると見られる。

今年の財政目標引き下げはブラジル資産全般にネガティブな影響を与えると予想されていたが、足許では
欧州中央銀行（ＥＣＢ）の追加緩和観測も含めた流動性相場がレアルのサポート要因となっている。


